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編 集 後 記

灼熱の太陽の下連日の炎暑は流石に耐え難い.殊 に原爆記念日か ら立秋をへて終戦記念 日を迎

えても未だに秋の気配が窺われない。しかし僅か1カ 月の日本の暑さは赤道下の東南アジアの暑

さに比すると物の数でもない.

心頭を滅却すれば火も亦 自ら涼しでやがて燈火親しむ候も近い筈である.兎 もあれ読者の皆さ

んの御健康を切に望む次第である.

投稿の方はこれ亦夏枯れの状態で論文のス トックが乏しい現況につき新進の方々の御寄稿を期

待している.な お巻頭には生理学の西丸先生(日 本脈管学会長)の 興味ある腎生理研究の懐古談

を戴いたので掲載 した.御 一読を乞う.

購 読 要 項

1.発 行は毎目(年12回)と し,年 間購読老を以て会員とする.

2.会 員は年間予約購読料金1,500円 を前納す る.1冊 料金150円.払 込みは振替口座番号

京都4772番 泌尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会 申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,

送金方法を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

1.原 稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は会員に限る.

2.原 稿 の長さは制限しないが簡潔にする.

3.原 稿は横書さ,当 用難字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要しない.400

字詰原稿用紙を用いること.附 表,附 図はなるべ く欧文にすること.

4.文 献 の書式は次の如くする.著 者名:誌 名,巻 数 二頁数,年 次.

例.1)中 野=泌 尿紀要,1:110,昭30.2)Lazarus,J.A.=J.Urol.,45:527,1941.

5.欧 文抄録を記 し,之 には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るべ くタイ

プライターを用いること.希 望の場合は当編集部にて醗訳す法.抄 録用の原稿を送ること.醗 訳

の実費は申受ける.

6.掲 載料の著者負担は4頁 迄毎頁600円,そ れ以上の頁,ア ート頁,図 表,写 真,欧 交組版

等は実費を申受ける.別 冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実費を微収する.予 め希望部数を申込む

こと.特 別掲載も考慮する.

7.校 正は初校のみ著老校正とし,再 校以降は編集部が行 う.

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留便.
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